




























研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to provide basic information for media 
literacy education to foster healthy eating in young girls in Japan, by conducting research 
about media and body image.  The study has shown the following results; (1) Many college 
women feel dissatisfaction to their body in Japan with newly developed screening scale of 
body dissatisfaction. (2) College women also have disordered body image which was 
influenced by family, peers and media in Japan, with newly developed brief Japanese 
version of Sociocultural Attitude Appearance Questionnaire. (3) Middle school girls also 
feel dissatisfaction to their body and have disordered body image, which were influenced by 
media;, typically fashion magazines. (4) we also conducted exploratory research of 
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EDI-BD (Eating Disorder Inventory-Body 
Dissatisfaction)が最もよく用いられており、
メディアがボディイメージに与える影響に
つ い て は 、 南 フ ロ リ ダ 大 学 の Kevin 
Thompson 教 授 の 研 究 室 で 開 発 し た 










































項目 因子１ 因子２ 
自分の体型に満足している .741 -.028 
自分の腰はちょうどよい太さだと思う .705 -.007 
自分のお尻の格好は気に入っている .702 -.019 
自分の太ももはちょうどよい太さだと思う .688 .069 
自分のお腹はちょうど良い大きさだと思う .654 .116 
自分のお尻は大きすぎると思う -.052 .896 
自分の太ももは太すぎると思う .050 .733 
自分の腰は太すぎると思う .014 .726 


































に、13 点以上の 75 パーセンタイルのハイリ
スク集団がいると的確に評価することがで
きると考えられた。 
こ の 身 体 不 満 足 得 点 は 、 MBSRQ 
(Multidimensional Body-Self Relations 
Questionnaire – Physical Appearance 












































































































.100 -.144 .095 .670 
 全 12 項目についての Chronbach のα係数





 SATAQ-3 JSは、1 点から 5 点までの評価の
12 項目の合計なので、合計得点は 12 点から





 痩せ願望を表す EDI-DT得点は、SATAQ-3 JS
合計得点および 4つの全ての下位因子得点と
かなり強い正の相関が見られ、合計得点との
相関係数は.502、第 1 因子得点は.545、第 2
因子得点は.435，第 3 因子得点は.241，第 4
因子得点は.283 であった。 
身体不満足感を表す EDI-BD は，SATAQ-3 JS
合計得点との相関係数は.341、第 1因子得点
は.391，第 2 因子得点が.353、第 4 因子得点







 ダイエット傾向を表す EAT-26-D 得点も、
SATAQ-3 JS合計点と 4下位因子得点との間に
比較的強い相関が見られ、JS 合計得点の相関
係数は.350、第 1因子得点は.335、第 2 因子









































表３ 男女別中学生の SATAQ各下位尺度得点 
下位尺度 性別 平均値 標準偏差 
情報の重要性 
男子 6.42  3.35  
女子 10.65  3.43  
プレッシャー 
男子 4.48  2.69  
女子 8.04  3.91  
内面化アスリート 
男子 7.87  3.54  
女子 5.77  2.80  
内面化一般 
男子 5.71  3.05  











 中学生女子 大学生女子 
年齢 13.43 (0.98) 19.88 (2.38) 
BMI 19.64 (3.34) 20.90 (2.84) 
身体不満足感 4.64 (1.14) 4.93 (0.93) 
他人の容姿との比較 2.32 (0.76) 2.86 (0.84) 










































































































(2)日本版 Sociocultural Attitudes Towards 
Appearance Questionnaire-3短縮版(SATAQ-3 
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